
 

令和２年度第６回社会教育委員の会議 議事録 

 

令和２年度第６回清瀬市社会教育委員の会議が令和３年２月１５日に開催された。出席

委員、議事の大要は次のとおり。 

 

１ 日  時  令和３年２月１５日（月）午後３時００分～４時００分 

２ 場  所  生涯学習センター講座室１ 

３ 会議形態  オンライン 

４ 出 席 者  髙井委員 田中委員 齊藤委員 西田委員 松山委員 菊地委員 

５ 事 務 局  坂田教育長 綾課長 岡部係長 若林主事 

 

１ 開会 

 

髙井議長：第６回社会教育委員の会議の開会を宣言 

 事 務 局：資料の確認 

 

（髙井議長） 

時間配分の関係で、まずはその他の報告を先にお願いし、そのあと生涯学習方針につい

て話し合いたいと思う。 

 

 

２ その他 

 

（報告）令和３年清瀬市成人記念式典について 

 

（事務局） 

令和３年清瀬市成人記念式典の中止について報告を行う。 

 

（齊藤委員） 

恩師から新成人へのビデオメッセージについて、清瀬市公式 YouTubeチャンネルでは 

誰でも見られる状態だったので、市内中学校の先生より改めて一言断りが欲しかったとの

ご意見があった。 

 

（事務局） 

その件については、先生に直接謝罪をしている。 



（髙井議長） 

メッセージ映像の閲覧数はどのくらいか。 

 

（事務局） 

５校分のメッセージ映像を３本に分けていたが、全体で２０００回弱程度の閲覧数で、

予想を遥かに上回っていた。 

 

（髙井議長） 

多くの方にご覧いただけたようで良かったと感じる。 

 

（坂田教育長） 

ツイッターとインスタグラムの写真投稿キャンペーンは何人の応募があったのか。 

 

（事務局） 

４名である。 

 

（坂田教育長） 

少ないように思われるが、どのような原因があるのか。 

 

（事務局） 

１月７日の緊急事態宣言後に急遽決まったもので、周知不足があげられる。 

 

（坂田教育長） 

ツイッターで「イイネ」の反応などはあったのか。 

 

（事務局） 

そのような反応が見受けられた。 

 

（髙井議長） 

西田委員はどのように感じているか。 

 

（西田委員） 

成人式中止は残念であった。 

 

（松山委員） 

 市として中止を決断されたのは大変だったと思う。 



 来年度もコロナ禍の可能性もあるので、知恵を出し合って行きたいと思う。 

 写真の投稿キャンペーンのことであるが、個人的には、インスタで投稿した顔写真が出

て不特定多数の方に見られてしまうのは抵抗があると感じる。 

 

（髙井議長） 

代替措置として新しい取り組みを行うことが出来た事は、非常に良かったと思う。 

 

 

３ 議題 

 

（１） 清瀬市生涯学習基本方針の策定について（答申） 

 

（髙井議長） 

「生かす」と「活かす」などの表現を統一する方が良いと思った。 

 

～前回会議から修正した部分について説明～ 

 

（松山委員） 

ありがとうございました。 

私自身が意見した部分について、代替案を具体的に出さないといけないと思っていた

が、議長に案を作成していただき助かった。 

「Ⅲ基本方針の方向性の①基本目標」の部分の修正についてであるが、教育総合マスタ

ープランと整合性をとるため文言を変えず同じにしたと聞いていたが、その部分について

はどうか。 

 

（事務局） 

「Ⅲ基本方針の方向性の①基本目標」の部分の修正については、会議直前に議長から修

正案を提示していただいた部分となり、事務局としてまだ議論が出来ていないため、検討

の必要がある。 

 

（髙井議長） 

内容について、教育総合計画マスタープランから大きく外れるものではないため、マス

タープランを補強する形として捉えられないか。 

 

（坂田教育長） 

「Ⅲ基本方針の方向性の①基本目標」の部分の米印の説明については、より説明が深め



られているので、このような表記で良いと思う。 

「学びと育ちを生かす循環型社会の実現」の「生かす」を加えていただいたが、これにつ

いてはマスタープランと揃える必要があるか事務局と相談したいと思う。 

 

（髙井議長） 

事務局で検討していただければと思う。 

 

（齊藤委員） 

生涯学習、家庭教育、個人教育、社会教育が重なり合うのはとても重要であると感じ 

た。 

「Ⅲ生涯学習基本方針の推進に向けて」の部分であるが、社会教育士と社会教育主事に

ついて見慣れない言葉であったため説明書きが欲しいと感じた。 

 

（髙井議長） 

教育委員会事務局に社会教育主事を置くことが推奨されている。社会教育士は文科省が 

２０２０年度からスタートをしているものである。 

 

（西田委員） 

循環と聞くと平面の横軸のイメージであり、縦軸の立体的な視点にはなっていないと感 

じる。長く続けることが重要であると思う。「地域力の向上」や「地域力をさらに引き上

げる」などの表現があるとより良いと思う。 

 

（髙井議長） 

この部分については、事務局で検討していただければと思う。 

 

（菊地委員） 

学校教育だけでは限界がきており、社会教育、家庭教育などが重なり合ってよりよい形 

が出来ればと思う。今回は色々とご意見いただきありがとうございました。 

 

（髙井議長） 

それでは、これで合意が出来たとして、答申を行いたいと思う。 

  

～議長から答申書を読み上げ、教育長へ提出。～ 

    

（坂田教育長） 

今まで多くのご意見をいただき誠にありがとうございました。この方針を活用し施策 



展開していくために様々な部門と連携しながら進めていきたいと考えている。 

 

 

４ 閉会 

 

次回 令和３年度第１回社会教育委員の会議 ４月２６日（月）午後３時～５時 

    

以上 


